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研究成果の概要（和文）：画像から得られる情報が不明確な条件では、成人の知覚は特有のバイアスを示すこと
が示されてきた。他者の視線方向の知覚に関しては、画像に描かれた瞳の位置情報が明確な条件と比較して、こ
の情報が不確実な条件では視線方向が観察者を見つめる「直視」方向へと偏って知覚されることが報告されてき
た。本研究では選好注視法を用いて明瞭な画像と不確実な視線顔画像における乳児の視線方向知覚を検討した。
正面向きで視線方向のみが異なる顔画像を用いた実験の結果、不確実条件で視線方向が直視方向へと偏ることを
示す知見は得られなかった。現在さらに、顔向きの異なる画像対を用いて不確実条件での乳児の視線知覚特性を
探る検討を進めている。

研究成果の概要（英文）：Psychophysical study with adult participants have reported that adults 
showed that perception is biased in particular way under uncertainty condition. In the case for the 
perception of other’s gaze direction, perceived gaze direction has been shown to be systematically 
biased to “direct” gaze toward the observer under uncertain compared to certain condition. By 
using preferential looking technique, the present study examined infants perception of eye gaze 
direction under the conditions varying in uncertainty. The experiments using image pairs varying 
only with gaze direction in frontal face orientation revealed no systematic gaze bias under 
uncertainty condition. Further experiments using image pairs with varying head orientation to 
explore characteristic of infant’s gaze perception under uncertainty condition is currently under 
investigation.

研究分野：知覚心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

乳児は誕生時から自分の方を見つめる「直
視」顔を視線の逸れた顔よりも長く見つめる
選好注視行動を示し、他者の視線方向に誕生
時から感受性を持つことが示唆されてき。ま
た、生後 4ヶ月頃までに乳児は「直視」視線
に対してより多くの微笑み反応を示すこと
や、視線の向きに基づいて他者の注意が向け
られている方向を推測するようになること
が示されてきた。 

これらの乳児の有能性示してきた発達研究
では、高コントラストで視認性の高い刺激を
用いて研究が行われてきた。しかし、乳児は
視覚感受性が未熟であるため、成人よりも多
くの日常生活場面であいまいで不完全な視
覚情報しかえられない不確実事態での知覚
を余儀なくされるはずである。このことから、
乳児の視知覚について理解するためには最
適画像条件における乳児の視機能を調べる
のみでなく、不確実状況において乳児の知覚
がどのような特性を示すのかを明らかにし
ていくことが重要であると考えられた。 

２．研究の目的 

近年成人を対象として行われた視線知覚の
研究では、刺激画像中の目の領域から明確な
瞳の位置情報が得られない不確実条件で視
線方向が直視方向に偏って知覚されること
が示されてきた。これは、自分を見つめる他
者を誤って見過ごす可能性を低減するため
に「他者は自分を見つめている」という事前
期待を成人が持つことを反映すると考えら
れている。 

これまでに成人を対象として不確実事態で
の知覚の変化を検討した先行研究は運動速
度、輪郭方位や光源位置などに関して成人が
知覚的期待を備えていることが明らかにさ
れていた。これらの期待についは、最も多く
の視覚経験を有すると考えられる自然画像
における統計量のピークと知覚的期待分布
のピークが一致するため、視覚経験に基づい
て知覚的期待が確立される可能性が考えら
れてきた。一方で、他者の視線方向に関する
期待が長年に渡る視覚経験に基づいて生じ
るものであるのか、あるいは個人の経験に依
存せず発達の早い段階からすでに備わって
いるのかは不明であった。 

 本研究では、不確実な視覚条件下において
乳児による他者の視線方向の知覚がどのよ
うに変化するのか、成人で報告されたような
「直視」方向への事前期待を幼い乳児の段階
ですでに備えているのかを検討することを
目的として選好注視法を用いた実験を行っ
た。 

 直視視線顔を選好注視することを報告し
た先行研究に基づいて、知覚上「直視」視線

のカテゴリーに分類される画像へ乳児が選
好注視を示すと予測された。また、乳児も成
人と同様に「他者は自分を見つめている」と
いう事前期待を持ち、不確実事態で直視の方
向へと視線方向が偏って知覚されるのであ
れば、わずかに正面から逸れた視線は確実条
件では知覚上逸れた視線のカテゴリーに分
類されるが、不確実条件では知覚上直視カテ
ゴリーに分類され、選好反応に条件間での変
化が生じると予測された。 

３．研究の方法 

（１）確実条件での視線知覚 

参加者：生後 4-5 ヶ月児、各画像対条件に 18
名の乳児から有効データが得られた。 

刺激：刺激として、３DCG を用いて異なる視
線方向を持つ顔画像を作成した。日本人女性
4 名の平均顔および日本人男性 4 名の平均顔
を基にして作成された女性顔と男性顔の各
３D 頭部モデルに、眼球の３D モデルを埋め
込み、眼球の向きを正確に統制し、正面方向
の顔向きで 0°、±12°、±24°の視線方向の画
像を男女顔それぞれについて作成した。 

手続き：視線 0°と視線±12°の顔画像対、あ
るいは視線±12°と視線±24°の顔画像対をPC
モニター上に提示した。実験では各画像対は
提示位置を替えて10秒間×2試行呈示された。
実験中の乳児行動をビデオで撮影、ビデオ画
像に基づいて各画像への注視時間の分析を
行った。 

 

 

 

 

 

 
図１．確実条件の刺激画像例 
左）視線0°の画像、中）視線+12°の画像、右）
視線+24°の画像 

 

（２）不確実条件での視線知覚 

参加者：生後 4-5 ヶ月児、視線 0°と視線±12°
の顔画像対に 1814 名、視線±12°と視線±24°
の顔画像対に 14 名の乳児から有効データが
得られた。 

刺激：実験１で用いた顔画像の目領域にフラ
クタルノイズを付与した画像を用いた。実験
１の画像における瞳領域と強膜領域の平均
輝度のマイケルソンコントラストは 0.77 で
あったが、実験２の画像ではコントラストが



0.33 に減少した。 

 

 

 

 

 

 
図２．不確実条件の刺激画像例 
左）視線0°の画像、中）視線+12°の画像、右）
視線+24°の画像 

 
４．研究成果 
目領域のコントラストが高く瞳の位置情
報が明確な画像対を用いた実験１では視線
0°と視線±12°の画像対で視線 0°に対する有
意な選好注視反応が示された。一方で、視線
±12°と視線±24°の画像対では選好注視反応
は示されなかった。これは、確実な瞳の位置
情報が得られる条件ではわずかな視線のズ
レが逸れた視線のカテゴリーに分類される
という予測と一致するものであった。 一方
で、目領域のコントラストが低く瞳の位置情
報が不確実な実験２においては2種類両方の
画像対で有意な選好注視反応は示されなか
った。 
正面方向の顔向きで視線方向のみが異な
る画像対を用いた本研究からは乳児が他者
の視線方向について何らかの事前期待を備
えていることを示唆する実験結果は得られ
なかった。成人を対象とした近年の研究では、
中心視野と異なり空間分解能の低下する周
辺視野では視線方向は顔向き方向へと偏っ
て知覚されることが報告されている。視力・
解像力とも発達途上の幼い乳児においては、
目領域から瞳の位置についての確実な情報
が得られる事態は限られており、成人での周
辺視野での知覚特性と同様に顔向きに比重
を置いた視線知覚処理を行っている可能性
がある。本研究で得られた結果に基づいて、
現在顔向きを変化させた事態での不確実条
件での乳児の反応の変化を検討をすすめて
いる。 
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